海辺の自然を見つめる(No.12)奄美の浜辺から考える,人と海とのディスタンス by 山川 彩子





















































































































図 2―奄美大島の瀬戸内町網野子海岸（左：2003年 7月山口正士氏撮影，右：2018年 11月撮影）
2013～2015年に設置された離岸堤 2基設置後（右），砂の流出が進んだ。2基の離岸堤の間から，離岸流が発生し，砂の流出が加速
したと考えられたため，2018年より既設 2基の間に 3基目の離岸堤工事が実施された（離岸堤工事業者談）。
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その後の集落の方々への聞き取りの結果，網野
子海岸での砂浜の衰退は，まず沖での海砂採取に
より徐々に始まり，急激な侵食の進行は，2013
年の離岸堤設置後ということがわかりました。宇
多高明2によると，日本の海岸侵食の主な原因と
して，①沿岸構造物や防波堤による沿岸漂砂の連
続性が失われること，②海砂採取や河川構造物（ダ
ムや護岸など）に伴う河川からの土砂供給量の減少，
が挙げられています。網野子では，海砂採取によ
り砂浜が痩せたのち，集落の高潮対策のために設
置した離岸堤により，砂の流れ（漂砂）が決定的に
変わり，砂の流出が止まらず浸食が加速したと考
えられます（図 2）。
砂浜は，サンゴ礁，海草藻場，マングローブ，
干潟など他の海域環境と比べ，最もたやすくその
姿を変えます。砂浜は波当たり風当たりが強く，
底質である砂は固定せず，風や波によって移動し
ます。もともと砂浜は台風ひとつで一夜にしてそ
の姿を変えてしまうような不安定な環境です。と
いうことは逆に台風が来襲しなければ，砂は堆積
を続け砂浜は拡大する可能性があるということで
す。安易に大規模な海岸構造物を作ってしまうと，
沿岸漂砂の連続性を失わせてしまい，自然な砂の
堆積機構も破壊してしまうことになります。網野
子海岸のように膨大な税金を投入した上で，海岸
侵食を食い止めるどころかさらに進行させてしま
う可能性もあります。そして一度設置してしまっ
た巨大な海岸構造物を撤去することは，ほぼ不可
能です。
人と海とのディスタンス
さて，集落と砂浜，人と海との間にはどのくら
いの距離を保つのがよいのでしょう？ 奄美の海
岸をめぐるうちに，私は奄美ならでは，と思える
美しい半自然海岸にいくつも出会うことができま
した。図 3は，自然と調和する奄美の護岸（左：嘉
鉄集落　右：用海岸）です。アマミホシゾラフグでも
有名な嘉鉄集落（左）には，砂浜と集落の間に数十
cmほどの低いコンクリート垂直護岸があります。
そして護岸と集落との間には，集落を守るための
樹木と子供の遊び場と通路を兼ねたような砂地の
緩衝スペースが存在し，サンゴ礁の海と集落を優
しくつないでいます。また，用海岸（右）は集落に
面したサンゴ礁性海岸で，約 700 mにわたって
垂直護岸が続く長い砂浜です。こちらは護岸前面
にクサトベラやアダンなどの海浜植物が植栽され
ており，海と集落を優しく分断しています。そし
て護岸と集落のブロック塀の間には，砂地の細い
通路があります。これらの海岸では，人が海に近
づきすぎず，人と海のちょうどよい距離（ディスタ
ンス）を保っているように見えます。両方ともサン
ゴ礁生物由来の砂浜であり，砂の供給は海域から
になります。一方で，河川を通じた陸地由来の砂
浜と人との距離はもう少し必要です。人が海に近
づきすぎず，ちょうどよい距離（ディスタンス）を保
つこと，それがとても大事なことだと思います。
マイケル・ウェランド3は『砂　文明と自然』
図 3―自然と調和する奄美の護岸（左：嘉鉄集落，右：用海岸，2018年 11月撮影）
847科学科学通信
で砂浜について次のように記述しています。この
引用を私の結びに代えたいと思います。
自然の海岸は，自然の営みという競技ルール
に従って，終わりのないダンスを踊りながら
形を変えるので，防御壁や護岸はいらない。
文明は海岸沿いに繁栄したが，人々は生活す
る場所を慎重に選んできたので，海岸の変容
が問題になるのは，先人たちがわきまえてい
た分別を私たちが無視することを選んだから
である。そして，その結果起きた事態を何と
か打開できると思いたがっている。
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